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宿
泊
税
は
、
地
方
税
法
に
定
め
る
税

目
以
外
に
、
地
方
自
治
体
が
特
定
の
目

的
に
使
用
す
る
た
め
に
条
例
に
よ
り
税

目
を
新
設
す
る
法
定
外
目
的
税
で
す
。

町
で
は
、
町
内
の
ホ
テ
ル
や
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
、
旅
館
な
ど
に
宿
泊
す
る
方
に

課
税
さ
れ
る
宿
泊
税
を
、
11
月
1
日
か

ら
導
入
し
ま
す
。

定
率
制
に
よ
る
徴
収
は
全
国
初

　

町
で
は
、
平
成
30
年
12
月
に
「
倶
知

安
町
宿
泊
税
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
東
京
都
や
大
阪
府
な
ど
全

国
で
４
自
治
体
が
宿
泊
税
を
導
入
し
て

お
り
、
倶
知
安
町
は
5
番
目
の
導
入
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、「
定
率
制
」
に
よ

る
宿
泊
税
の
徴
収
は
全
国
で
も
初
め
て

で
す
。

　

宿
泊
税
は
、
町
内
の
宿
泊
施
設
に
宿

泊
し
た
人
が
「
１
人
ご
と
」「
１
部
屋

ご
と
」「
１
棟
ご
と
」
の
宿
泊
料
金
の

設
定
に
応
じ
て
、「
宿
泊
料
金
の
２
㌫
」

を
宿
泊
施
設
に
納
め
る
も
の
で
、
宿
泊

施
設
が
町
へ
申
告
納
入
す
る
特
別
徴
収

の
方
法
に
よ
り
徴
収
し
ま
す
。

世
界
に
誇
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
地
を
目
指
し
て

　

宿
泊
税
は
、
町
が
世
界
に
誇
れ
る
リ

ゾ
ー
ト
地
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
、

観
光
の
振
興
を
図
る
た
め
の
施
策
に
使

わ
れ
、
観
光
関
係
事
業
者
や
宿
泊
事
業

者
、
観
光
団
体
か
ら
意
見
を
聞
き
な
が

ら
個
別
事
業
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、

宿
泊
税
基
金
を
創
設
し
、
中
長
期
的
な

財
源
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

宿
泊
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
お
願
い

　

特
別
徴
収
義
務
者
の
登
録
申
請
が
済

ん
で
い
な
い
場
合
は
、
速
や
か
に
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。
特
別
徴
収
事
務
に

関
し
て
ご
不
明
の
点
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
納
税
対
策
室
宿
泊
税
係

☎
56
―
８
０
０
２

　町では、平成 17 年に「男女が平等に参画する
倶知安のまちをつくる条例」を制定し、それに基
づき「男女が平等に参画する倶知安のまちをつく
る推進プラン」を策定しています。このプランで
は、家庭・学校・職場・地域・町のそれぞれが男
女の平等な参画を推進していくこととしており、
今年度は、次のとおり講演会を開催します。

誰でも気軽にご参加ください

男女が平等に活躍する社会へ
10 月 9・10・11 日は金毘羅祭典

北 3 条通り通行規制のお知らせ

Ｇ
20
観
光
大
臣
会
合
が
10
月
25
日
・
26
日
に
開
催

開
催
日
の
前
後
は
検
問
や
一
部
規
制
を
実
施

農
作
業
体
験
ツ
ア
ー
で

倶
知
安
を
満
喫

災
害
を
学
び
意
識
高
め
る

東
小
で
一
日
防
災
教
室

　

札
幌
市
な
ど
町
外
に
住
む
方
に
、
農

作
業
体
験
を
し
て
も
ら
う
こ
と
や
特
産

品
の
紹
介
を
通
し
て
、
倶
知
安
町
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
開
催
さ
れ

る
、
農
作
業
体
験
ツ
ア
ー
in
倶
知
安
が

9
月
7
日
㈯
、
町
内
の
農
場
な
ど
で
行

わ
れ
、
親
子
連
れ
や
お
年
寄
り
な
ど
約

40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

農
作
業
体
験
で
は
、
参
加
者
が
男
爵

と
き
た
あ
か
り
、
2
種
類
の
じ
ゃ
が
い

も
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。
羊
蹄
山
を

眺
め
な
が
ら
の
収
穫
体
験
を
し
た
い

と
、
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
男
性
は
、「
自

分
で
収
穫
し
た
倶
知
安
町
の
有
名
な

じ
ゃ
が
い
も
を
、
家
に
帰
っ
て
食
べ
る

の
が
楽
し
み
」
と
話
し
、
他
の
参
加
者

と
協
力
し
、作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

農
作
業
の
後
、
参
加
者
は
、
じ
ゃ
が

バ
タ
ー
な
ど
の
町
内
で
収
穫
さ
れ
た
野

菜
を
使
用
し
た
昼
食
を
楽
し
み
、
そ
の

　

9
月
2
日
㈪
、
東
小
学
校
で
全
校
児

童
を
対
象
と
し
た
一
日
防
災
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
が
毎
年
行
っ
て

い
る
こ
の
教
室
で
は
、
避
難
訓
練
や
防

災
に
関
す
る
授
業
を
通
し
て
災
害
や
防

災
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

　

こ
の
日
行
わ
れ
た
防
災
に
関
す
る
授

業
は
、
図
工
や
家
庭
科
な
ど
学
年
ご
と

に
異
な
り
、
4
年
生
の
生
活
の
授
業
で

は
、
昨
年
9
月
に
発
生
し
た
胆
振
東
部

地
震
の
被
災
地
に
出
動
し
た
2
台
の
車

両
を
見
学
、
試
乗
し
、
そ
れ
ら
の
車
両

が
ど
の
よ
う
な
場
面
で
ど
の
よ
う
に
活

用
さ
れ
る
の
か
を
学
び
ま
し
た
。

　

水
深
1
・
2
㍍
の
中
で
も
走
行
で
き

る
と
い
う
高
性
能
救
助
車
の
運
転
席
に

座
っ
た
児
童
は
「
車
高
が
高
く
て
周
り

が
よ
く
見
え
る
」
な
ど
と
話
し
、
車
両

に
興
味
を
示
し
て
い
た
他
、
疑
問
に

思
っ
た
こ
と
を
、
職
員
に
積
極
的
に
質

問
す
る
な
ど
、

防
災
意
識
を
高

め
よ
う
と
す
る

児
童
の
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

町では、町内宿泊施設などにポスター
を配布し、掲示をお願いしています

（倶知安町作成）

▲高性能救助車を試乗する児童

　町道北 3 条通りを会場とする金毘羅祭典の開
催に伴い、会場および付近の道路が以下のとおり
通行規制の対象となります。ご理解とご協力をお
願いします。

11
月
1
日
か
ら
宿
泊
税
を
導
入

観
光
の
振
興
を
図
る
た
め
に
地
域
の
魅
力
を
高
め
ま
す

■規制日時／ 10 月 9 日
㈬ 10 時から 11 日㈮
21 時 30 分まで

問建設課☎ 56 － 8011

後
は
、
菓
子
店

め
ぐ
り
や
酒
蔵

見
学
な
ど
を
行

い
、
倶
知
安
町

を
楽
し
み
ま
し

た
。

講  演   災害時にできること
―男女の役割分担を考えてみよう―

■日時／ 10 月 9 日㈬ 13 時 30 分～（約２時間）
■場所／文化福祉センター中ホール
■講師／北海道災害リハビリテーション推進協

議会事務局長　畑原　理恵　氏
■主催／倶知安町
■協賛／北海道立女性プラザ
■その他／入場無料。事前申込は不要

北
海
道
警
察
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

10
月
25
日
㈮
、
26
日
㈯
に
Ｇ
20
観
光

大
臣
会
合
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

北
海
道
警
察
で
は
現
在
、
テ
ロ
な
ど
の

違
法
行
為
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
重
要
施
設
や
公
共
交
通
機
関
な

ど
の
警
戒
警
備
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

不
審
な
人
、
物
、
車
な
ど
を
目
撃
し
た

際
は
、
倶
知
安
警
察
署
に
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

問
倶
知
安
警
察
署
☎
22
―
０
１
１
０

町
営
駐
車
場
の
使
用
制
限
に
つ
い
て

◇
対
象
駐
車
場
／
ひ
ら
ふ
第
1
～
第
3

　

駐
車
場

■
期
間
／
10
月
23
日
夕
方
～
27
日
12
時

■
内
容
／
期
間
中
の
対
象
駐
車
場
内
に

お
け
る
車
両
の
駐
車
を
禁
止
し
ま
す

■
そ
の
他
／
期
間
中
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
臨
時
駐
車

場
と
し
て
開
放（
工
事
現
場
作
業
員
、

一
般
旅
行
者
、
地
域
事
業
者
へ
の
開

放
）。
ま
た
、
第
2
駐
車
場
ト
イ
レ

を
期
間
中
閉
鎖
し
ま
す

問
総
合
政
策
課
Ｇ
20
観
光
大
臣
会
合
推

　

進
室
☎
56
―
８
０
０
１

会
合
会
場
周
辺
の
規
制
路
線
に
つ
い
て

■
規
制
路
線
／
会
合
会
場
付
近
の
町
道

岩
尾
別
南
３
線
と
町
道
花
園
リ
ゾ
ー

ト
線
（
左
図
参
照
）
の
路
線
中
、
各

2
カ
所
で
の
検
問
を
実
施

■
実
施
期
間
／
10
月
24
日
昼
頃
～
26
日

夕
方
頃
ま
で

※
町
内
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
交
通

規
制
・
立
入
規
制
は
行
わ
れ
ま
せ
ん

　

Ｇ
20
観
光
大
臣
会
合
が
い
よ
い
よ
今

月
25
日
㈮
、
26
日
㈯
に
倶
知
安
町
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
う
検
問
の
実
施
な
ど
に
つ

い
て
次
の
通
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

通行止め

駅

国道 276 号

国
道
5
号

役場

北
郵
便
局

広
華

都
通
り

国
道
５
号

セブン
イレブン

北 3 条 通 り

小樽↑
く
と
さ
ん
外
科

倶
知
安
中
学
校

じ
ん
ぼ
商
店

ニ
セ
コ
→

高
校
通
り

問総務課総務係☎ 56 － 8000 ▲じゃがいもの収穫をする参加者

別荘地区

現場事務所

岩尾別→

パークハイアット
ニセコ花園（建設中）

← HANAZONO Golf

赤線は規制路線（予定）
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町
で
は
、
町
長
と
町
民
が
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
語
り
合
う
「
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
」を
毎
年
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
テ
ー
マ
を
決
め
、
事

業
な
ど
の
説
明
を
町
か
ら
し
た
後
で
、

住
民
か
ら
質
問
や
意
見
を
聞
く
と
い
う

形
で
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
住
民
の
意

見
を
よ
り
多
く
聞
く
た
め
に
今
年
度

は
、
町
で
テ
ー
マ
は
決
め
ず
に
茶
話
会

の
よ
う
な
、
対
話
を
中
心
と
し
た
会
に

生
ま
れ
変
わ
り
開
催
し
ま
す
。

　

名
前
も
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
か

ら
、
少
し
で
も
気
軽
に
来
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
柔
ら
か
い
イ
メ
ー
ジ
が
持
て

る
「
ま
ち
ト
ー
ク
」
に
変
更
。
身
近
な

問
題
や
疑
問
、
町
の
事
業
に
関
す
る
こ

と
ま
で
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

　

教
育
委
員
会
で
は
、
多
く
の
人
が
音

楽
や
演
劇
な
ど
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と

で
豊
か
な
心
を
育
む
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
企
画
し
、
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
9
月
1
日
㈰
、
文
化
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
劇
団
さ
っ
ぽ
ろ
に
よ
る

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
あ
ら
し
の
よ
る
に
』

公
演
を
行
い
、
約
２
０
０
人
が
来
場
し

ま
し
た
。

ヤ
ギ
と
オ
オ
カ
ミ
の
友
情
を
描
い
た

物
語
に
、
来
場
者
は
笑
っ
た
り
泣
い
た

り
し
な
が
ら
約
一
時
間
の
公
演
を
楽
し

み
ま
し
た
。
来

場
し
た
女
性

は
、「
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
は
普
段

あ
ま
り
見
る
こ

と
が
な
い
の
で

貴
重
な
機
会
で

し
た
」
と
話
し

て
い
ま
す
。
終

演
後
に
は
、
出

演
者
が
来
場
者

を
見
送
り
、
一

緒
に
撮
影
を
す

る
な
ど
し
て
過

ご
し
ま
し
た
。

▲劇団さっぽろによる公演（左）と終演後の会場ロビーの様子（右）

　北央コミュニティ協議会と南央コミュニティ協
議会では、一般財団法人自治総合センターのコ
ミュニティ助成事業により、テントなどを新たに
整備しました。今回の整備が、両協議会の一層の
発展に寄与することが期待されます。

助成事業で備品を整備しました

地域コミュニティ活動の充実へ
倶知安町総合文化祭を開催

芸術文化に触れてみませんか

　今年も、文化福祉センターと世代交流センター
を会場に、倶知安町総合文化祭を開催します。ス
テージ発表では、演奏や踊りなどが披露され、各

■整備された備品／
〇北央コミュニティ

　　協議会　テント 2 張、
ストーブ 1 台

　〇南央コミュニティ
協議会　テント 3 張

▲北央コミュニティ協議会に
　整備されたテント

ステージ発表（文化福祉センター大ホール）
月 日 曜日 行　　　事

11
3 日

芸能発表会
文化賞・文化奨励賞授与式・児童
生徒作品展入賞者表彰式

9 土 町民音楽祭
10 日 倶知安町連合吟詠剣詩舞発表会

各種展示（文化福祉センター・世代交流センター）
日　　　程 展   示   対  象

10 月 22 日（火）～ 11 月 10 日（日） 幼児・小中学生
11 月 2 日（土）～ 11 月 4 日（月） サークル・一般

　

来
春
、
中
学
校
に
入
学
す
る
町
内
各

小
学
校
の
6
年
生
が
一
堂
に
会
し
、
入

学
に
向
け
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
毎

年
開
催
さ
れ
る
「
H
A
N
D

I
N

H
A
N
D（
ハ
ン
ド
イ
ン
ハ
ン
ド
）」が
、

9
月
9
日
㈪
に
倶
知
安
小
学
校
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
１
３
３
名
の
児
童
が
、

他
校
の
児
童
と
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し
、
負

け
た
人
が
英
語
で
自
己
紹
介
を
す
る

「
あ
い
さ
つ
じ
ゃ
ん
け
ん
」
や
、グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
す
ご
ろ
く
で
止
ま
っ
た

マ
ス
に
書
か
れ
た
内
容
に
従
い
、
自
己

紹
介
な
ど
を
す
る「
す
ご
ろ
く
ト
ー
ク
」

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
じ
ゃ
ん
け
ん
で
は
、
恥
ず

か
し
そ
う
に
し
て
、
な
か
な
か
自
分
か

ら
話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童

も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
時
間
の
経

ひ
ら
ふ
エ
リ
ア
に

新
た
な
目
印
が

中
学
校
で
は
一
緒
だ
ね

町
内
6
年
生
が
親
睦

　

字
樺
山
の
町
有
施
設
「
サ
ン
・
ス

ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
く
っ
ち
ゃ
ん
」（
以
下

「
サ
ン
ス
ポ
」）
の
看
板
が
、
8
月
に

Z

ゼ
ッ
ケ
イ

ekkei I

イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

nvestm
ent M

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

anagem
ent

㈱
の
寄
贈
に
よ
り
新
設
さ
れ
、
9
月
6

日
㈮
、
同
社
に
対
し
、
町
か
ら
感
謝
状

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

以
前
の
看
板
は
、
設
置
か
ら
約
30
年

が
経
過
し
、
老
朽
化
や
周
辺
の
景
観
と

合
っ
て
い
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

町
で
は
看
板
の
更
新
を
検
討
し
て
い
ま

し
た
が
、
町
内
で
ホ
テ
ル
建
設
な
ど
を

行
っ
て
い
る
同
社
よ
り
、
地
域
貢
献
の

一
環
と
し
て
、
看
板
を
寄
贈
し
た
い
と

の
提
案
が
あ
り
、
ひ
ら
ふ
エ
リ
ア
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
の
一
つ
で
あ
る
サ
ン
ス
ポ

　

9
月
、
町
内
各
幼
稚
園
が
行
っ
た
運

動
会
。
子
ど
も
た
ち
は
、
家
族
や
地
域

の
方
々
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。

▲新たな看板（左）と文字町長と同社オーナーの H
ホ ー ル

all 夫妻

の
看
板
が
、

生
ま
れ
変
わ

る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

種展示では、生け花や手芸品、
陶芸品などさまざまな作品が
揃います。多くの皆さんのご
来場をお待ちしています。

過
と
と
も
に

笑
顔
が
増

え
、
最
後
は

皆
が
他
校
の

児
童
と
打
ち

解
け
て
い
ま

し
た
。

▲あいさつじゃんけんで自己紹介する様子

9
月
8
日
㈰　

倶
知
安
め
ぐ
み
幼
稚
園

14
日
㈯　

倶
知
安
幼
稚
園

倶
知
安
藤
幼
稚
園

最
後
ま
で
頑
張
る
み
ん
な
が
一
等
賞

各
幼
稚
園
で
運
動
会

ん
の
で
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
意
見
を
文

字
町
長
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

文
字
町
長
と
住
民
が
楽
し
く
対
話
す

る
「
ま
ち
ト
ー
ク
」
は
、
全
10
回
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
都
合
の
良
い
会
場
へ

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
や
会
場
な
ど
詳
細
は
今
月
号
の

折
込
チ
ラ
シ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

問
住
民
環
境
課
生
活
安
全
係

☎
56
―
８
０
０
５

問住民環境課生活安全係☎ 56 － 8005
※この事業は、同センターが全国自治宝くじの普

及広報事業費として受け入れる受託事業収入を
財源に、住民コミュニティ活動を促進し、その
健全な発展を図るとともに、宝くじの普及広報
を目的に行われています

問公民館文化振興係☎ 22 － 4151
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